
公募制推薦入学試験
〈総合評価型〉

2027年度は公募制推薦入学試験として実施
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〈 出 典 一 覧 〉

日　文　　前田安正		  『AIに書けない文章を書く』� 筑摩書房

心　理　　内閣府政府広報室		�  国民生活に関する世論調査（令和６年８月調査）を加工して作成�  

https://survey.gov-online.go.jp/living/202412/r06/r06-life/

福　祉　　内閣府孤独・孤立対策推進室		� 人々のつながりに関する基礎調査（令和６年）調査報告書（令和７年４月）�  

https://www.cao.go.jp/kodoku_koritsu/torikumi/zenkokuchousa/r6.html

初　教　　�毎日新聞		  「「工学女子」の育成支援　追い風を確実な流れに」（2024年１月18日東京朝刊）

安　全　　消費者庁		  �食品表示法に基づく自主回収の届出状況 （運用開始 （令和３ 年６ 月１ 日）～令和７ 年

３月末時点）https://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/food_labeling_recall

ビジネス　　日本経済新聞		�  社説「食品ロス削減へ商習慣見直せ」（2025年８月23日朝刊）

ビジネス　　消費者庁		�  2023（令和５）年度食品ロス量推計値の公表について 

https://www.caa.go.jp/notice/entry/042653/
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部
 
初

等
教

育
学

科
 

２
０

２
６

年
度

 
公

募
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推
薦

入
学

試
験

 

氏 名
 

 

「
小
論
文
」
 
問
題
用
紙
（
１
／
１
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

採
 

点
 

   問問
  
以
下
の
図
、
日
本
の
「
大
学

(学
部

)専
攻
分
野
別
の
男
女
比
」
は
、
文
部
科
学
省
「

20
23

年
度

 学
校
基
本
調
査
」
を
基
に
、
毎
日
新
聞
社
が
作

成
し

た
も

の
で

あ
る

。
ま

ず
、

こ
の

図
か

ら
読

み
取

れ
る

こ
と

を
述

べ
な

さ
い

。
ま

た
、

こ
の

図
お

よ
び

、
こ

の
図

と
と

も
に

掲
載

さ
れ

た
記

事
（

一
部

を
抜

粋
）

を
ふ

ま
え

た
上

で
、

小
学

校
教

諭
も

し
く

は
保

育
者

（
幼

稚
園

教
諭

・
保

育
士

・
保

育
教

諭
）

と
し

て
、

教
育

・
保

育
の

中
で

ど
の

よ
う

な
こ

と
に

留
意
し
た
い
か
、
自
身
の
考
え
を
具
体
的
に
記
述
し
な
さ
い
（

80
0
字
以
内
）
。
 

な
お
、
小
学
校
教
諭
と
保
育
者
の
ど
ち
ら
の
立
場
か
ら
述
べ
る
か
を
解
答
用
紙
の
【
 
 
】
内
で
選
択
し
て
か
ら
解
答
す
る
こ
と
。
 

  
  図図

  
日日

本本
のの

「「
大大

学学
（（
学学

部部
））
専専

攻攻
分分

野野
別別

のの
男男

女女
比比

」」
  

  
  

  
※

文
部

科
学

省
 

2
0
2
3

年
度

 学
校

基
本

調
査

を
基

に
毎

日
新

聞
社

が
作

成
 

  
  

  
日
本
の

大
学
で
工
学

を
学
ぶ
女
性

の
少
な
さ
は

世
界
で
も
際

立
っ
て
い
る

。
 

 
経

済
協

力
開

発
機

構
（

O
E
C
D
）

の
2
1
年

の
調

査
で

は
、

高
等

教
育

機
関

の
卒

業
・

修
了

生
に

占
め

る
女

性
の

比
率

は
「

工
学
・

製
造
・
建

築
」
分
野
が

1
6
％
と
、
3
8
カ

国
中
最
下

位
だ
っ
た
。

平
均
値

2
8
％
を

大
き
く
下

回
り
、
最
も

高
い
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
と

ポ
ー
ラ
ン

ド
（
4
1
％
）
の

半
分
に
届

か
な
い
。

 

 
大

学
の

理
工

系
学

部
で

人
気

が
高

い
の

は
薬

学
部

。
資

格
が

得
ら

れ
て

働
き

や
す

い
イ

メ
ー

ジ
か

ら
、

親
世

代
の

支
持

も
強

い
。

 

 
農

学
部

や
、

理
学

部
の

生
物

学
科

は
女

性
が

比
較

的
多

い
が

、
物

理
学

科
や

数
学

科
は

少
な

い
。

工
学

部
は

そ
れ

に
輪

を
掛

け

た
不
人
気

ぶ
り
だ
。
文

部
科
学
省
の

学
校
基
本
調

査
で
も
、
工

学
部
の
女
子

比
率
は

1
6
％
に
と
ど
ま
る

。
 

 
な

ぜ
こ

う
し

た
現

象
が

起
き

る
の

か
。

東
京

大
の

横
山

広
美

教
授

（
科

学
技

術
社

会
論

）
は

、
社

会
的

な
ス

テ
レ

オ
タ

イ
プ

（
先
入
観

）
の
影
響
を

指
摘
す
る
。

 

 
「

物
理

学
は

男
子

の
学

問
」

「
女

子
は

数
学

が
苦

手
で

も
か

ま
わ

な
い

」
と

い
う

無
意

識
の

偏
見

が
親

や
教

師
、

生
徒

自
身

に

あ
り
、
文

理
の
選
択
や

進
路
指
導
、

将
来
の
職
業

観
に
影
響
す

る
。
横
山
さ

ん
ら
は
日
欧

の
共
同
研
究

で
統
計
的
に

裏
付
け
た
。

 

 
「

偏
見

に
よ

っ
て

、
理

工
系

を
志

す
女

子
が

さ
ま

ざ
ま

な
障

壁
に

直
面

し
て

い
る

こ
と

は
見

過
ご

せ
な

い
」

と
、

現
状

を
変

え

る
必
要
性

を
強
調
す
る

。
 

 

 
 

 
 

 
図
お
よ
び
記
事
 
出

典
：
毎

日
新

聞
（
東

京
）
 

20
24

年
１

月
18

日
朝

刊
 1

1
面

 
（
記

事
の

文
章

を
一

部
改

変
） 

0
10

20
30

40
50

60
70

80
90

10
0

合
計

人
文
科
学

社
会
科
学

理
学

工
学

農
学

医
・
歯

薬
・
看

護
学

家
政

教
育

芸
術

45
.7

64
.3

36
.7

27
.9

16
.0

46
.1

38
.6

78
.3

90
.4

59
.2
68
.5

54
.3

35
.7

63
.3

72
.1

84
.0

53
.9

61
.4

21
.7

9.6
40
.8
31
.5

女女
子子

男男
子子

人
間
社
会
学
部
　
初
等
教
育
学
科
　
小
論
文
：
80
0
字
／
60
分

昭
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女
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学
 
食
健
康
科
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部
 
管
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栄
養
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２
０
２
６
年
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公
募
制
推
薦
入
学
試
験
 

氏 名
 

 

「
適
性
テ
ス
ト
」
 
問
題
用
紙
（
１
／
４
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 
点

 

 以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。解
答
は
す
べ
て
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。 

  第
１
問

 炎
色
反
応
で
赤
色
、黄
色
、黄
緑
色
に
発
色
さ
せ
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
元
素
を
用
い
る
の
が
良
い
か
、1
つ
ず
つ
答
え
な
さ
い
。 

 赤
色

  

黄
色

  

黄
緑
色

  

  第
２
問

 ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
黒
鉛
の
よ
う
に
同
じ
元
素
の
単
体
で
性
質
の
異
な
る
物
質
を
互
い
に
何
と
言
う
の
か
答
え
な
さ
い
。 

  第
３
問

 次
の

1
〜

5
の
水
溶
液
が
、そ
れ
ぞ
れ
①
酸
性
、②
中
性
、③
塩
基
性
の
い
ず
れ
を
示
す
か
、①
～
③
の
い
ず
れ
か
１
つ
選
び
な
さ
い
。 

 

 １
. 

K
C

l 
  

  
  

２
. 

N
a

2
C

O
3
  

  

３
. 

N
a

2
S

O
4
  

  

４
. 

C
H

3
C

O
O

N
a

  

５
. 

N
H

4
C

l 
  

  
 

  第
４
問

 0
.5

 m
o
l/

L
の
塩
酸

2
0

0
 m

L
と

0
.2

 m
o
l/

L
の
塩
酸

3
0

0
 m

L
を
混
合
し

5
0

0
 ｍ

L
の
塩
酸
溶
液
を
作
成
し
た
。混
合
後
の
塩
酸
の

m
ol

/Ｌ
を
求

め
な
さ
い
。計
算
式
も
記
載
し
な
さ
い
。な
お
、混
合
に
よ
る
体
積
変
化
は
な
い
も
の
と
す
る
。 

  第
５
問

 酢
酸
に
関
す
る
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

 1
. 
酢
酸
の
化
学
式
を
答
え
な
さ
い
。 

 2
. 

0
.0

5
 m

o
l/

L
の
酢
酸
水
溶
液
を

1
0

0
 m

L
調
製
す
る
の
に
必
要
な
酢
酸
の
体
積
を
有
効
数
字
２
桁
で
求
め
な
さ
い
。計
算
式
も
記
載
し
な
さ
い
。 

但
し
、1

0
0
％
酢
酸
の
密
度
は

1
.0

5
 g

/c
m
³と
す
る
。原
子
量
は

H
:1

.0
0
、 

C
:1

2
.0
、 

O
:1

6
.0
と
す
る
。 

 3
. 

0
.0

5
 m

o
l/

L
の
酢
酸
水
溶
液
の
お
よ
そ
の

p
H
を
求
め
な
さ
い
。計
算
式
も
記
載
し
な
さ
い
。酢
酸
の
電
離
度
は

0
.0

2
と
す
る
。 

  第
６
問

 0
℃

 1
.0

1
3
×

1
0
５

 P
a
に
お
い
て
気
体
１
ｇの
体
積
が
最
も
小
さ
い
も
の
を
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら

1
つ
選
び
な
さ
い
。ま
た
そ
の
理
由
も
記
載
し
な
さ
い
。

原
子
量
は

H
:1

.0
０
、 

C
:1

2
.0
、 

O
:1

6
.0
、 

N
：1

4
.0
、 

S
:3

2
.0
と
す
る
。 

 

①
 H

2
  

  
  

 ②
 N

2
  

  
  

 ③
 N

O
  

  
  

 ④
 H

2
S

  
  

  
 ⑤

 C
O

2
 

  第
７
問

 以
下
の
①
か
ら
⑥
に
入
る
語
句
を
答
え
な
さ
い
。な
お
、同
じ
語
句
を
繰
り
返
し
使
用
し
て
も
構
わ
な
い
。 

物
質
中
の
原
子
が
電
子
を
失
う
と
そ
の
原
子
の
酸
化
数
は

(①
)し
そ
の
原
子
を
含
む
物
質
は

(②
)さ
れ
た
と
い
う
。一
方
、物
質
中
の
原
子
が
電
子
を
受
け

取
る
と
、そ
の
原
子
の
酸
化
数
は

(③
)し
、そ
の
原
子
を
含
む
物
質
は

(④
)さ
れ
た
と
い
う
。例
え
ば
、 

M
n
O

2
 +

 4
H

C
l 

 →
 M

n
C

l ２
 +

 C
l 2
＋

2
H

2
O

 

の
反
応
で
は

M
n
O

2
は

(⑤
)さ
れ
、一
方

H
C
ｌは

(⑥
)さ
れ
て
い
る
。 

 上
記
式
に
お
い
て
、以
下
の
下
線
の
酸
化
数
を
記
載
し
な
さ
い
。 

M
n
O

2
  

 

M
n
C

l ２
  

H
C

l 
 

C
l 2
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昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
管
理

栄
養
学

科
 

２
０

２
６
年

度
 
公
募

制
推

薦
入

学
試
験
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

２
／
４
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 
点

 

  第
８

問
 遺

伝
子

の
本

体
で

あ
る

D
N

A
を

観
察

す
る

た
め

に
、次

の
A

～
D

の
手

順
で

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

の
花

芽
か

ら
D

N
A

を
抽

出
す

る
実

験
を

行
っ

た
。 

 

A
 植

物
細

胞
は

、細
胞

膜
の

外
側

が
（

ア
）

に
覆

わ
れ

て
い

る
の

で
、（

ア
）

を
含

む
構

造
を

破
壊

す
る

た
め

に
、花

芽
を

乳
鉢

に
入

れ
、乳

棒
で

よ
く

  
 

す
り

つ
ぶ

し
た

。 

B
 花

芽
を

す
り

つ
ぶ

し
た

も
の

に
中

性
洗

剤
を

含
む

食
塩

水
を

加
え

て
混

ぜ
合

わ
せ

、静
か

に
1

0
分

間
放

置
し

た
。 

C
 そ

の
後

、ビ
ー

カ
ー

の
口

を
ガ

ー
ゼ

で
覆

い
、輪

ゴ
ム

で
と

め
た

も
の

を
用

い
て

B
を

ろ
過

し
、ろ

液
を

ビ
ー

カ
ー

に
と

っ
た

。 

D
 ろ

液
に

、ろ
液

と
同

量
の

冷
え

た
(a

)エ
タ

ノ
ー

ル
を

、ガ
ラ

ス
棒

を
用

い
て

静
か

に
注

い
だ

。 

 １
． 

文
中

の
空

欄
（

ア
）

に
あ

て
は

ま
る

語
句

を
答

え
な

さ
い

。 

 ２
． 

植
物

細
胞

に
お

い
て

D
N

A
が

含
ま

れ
る

細
胞

小
器

官
を
す
べ
て

答
え

な
さ

い
。 

 ３
． 

下
線

部
(a

)を
加

え
て

観
察

さ
れ

た
現

象
は

ど
れ

か
。最

も
適

当
な

も
の

を
①

～
④

か
ら

1
つ

選
び

な
さ

い
。 

①
 ビ

ー
カ

ー
全

体
が

白
濁

し
た

。 

②
 白

い
繊

維
状

の
も

の
が

エ
タ

ノ
ー

ル
層

に
現

れ
た

。 

③
 ビ

ー
カ

ー
の

底
に

白
い

粒
子

が
現

れ
た

。 

④
 特

に
変

化
し

な
か

っ
た

。 

 ４
． 

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

の
花

芽
以

外
の

材
料

を
用

い
て

D
N

A
を

抽
出

す
る

実
験

を
行

う
際

に
、材

料
と

し
て

最
も

適
当

で
な

い
も

の
を

①
～

④
か

ら
１

つ
選

び
な

さ

い
。 

ま
た

、選
択

し
た

理
由

を
２

０
字

以
内

で
答

え
な

さ
い

。 

①
 牛

の
肝

臓
  

  
  

 ②
 鶏

卵
の

卵
白

  
  

  
 ③

 タ
マ

ネ
ギ

の
鱗

片
葉

  
  

  
 ④

 タ
ラ

の
精

巣
 

 ５
． 

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

の
花

芽
か

ら
抽

出
し

た
D

N
A

と
遺

伝
情

報
に

関
す

る
記

述
と

し
て

適
当

な
も

の
を
す
べ
て

選
び

な
さ

い
。 

①
 同

一
個

体
の

茎
か

ら
抽

出
し

た
D

N
A

が
も

つ
遺

伝
情

報
と

同
一

で
あ

る
。 

②
 花

芽
の

タ
ン

パ
ク

質
の

ア
ミ

ノ
酸

配
列

に
関

す
る

遺
伝

情
報

の
み

が
存

在
す

る
。 

③
 根

の
発

生
に

関
わ

る
遺

伝
子

が
含

ま
れ

る
。 

④
 D

N
A

の
全

塩
基

配
列

と
、同

一
個

体
の

花
芽

か
ら

抽
出

し
た

R
N

A
の

全
塩

基
配

列
は

す
べ

て
一

致
す

る
。 

                     食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�❷

昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
管
理

栄
養
学

科
 

２
０

２
６
年

度
 
公
募

制
推

薦
入

学
試
験
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

３
／
４
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 
点

 

  第
９

問
  

生
命

活
動

を
維

持
す

る
た

め
に

、か
ら

だ
を

構
成

す
る

細
胞

の
環

境
が

整
え

ら
れ

て
お

り
、 (

a
)体

液
に

よ
っ

て
つ

く
ら

れ
る

環
境

を
（

ア
）

と
い

う
。脊

椎

動
物

に
お

い
て

、 (
b

)心
臓

は
一

定
リ

ズ
ム

で
拍

動
し

、心
臓

か
ら

送
り

だ
さ

れ
た

血
液

は
体

内
を

循
環

し
心

臓
に

戻
る

。ま
た

、組
織

か
ら

毛
細

リ
ン

パ

管
に

回
収

さ
れ

た
組

織
液

は
リ

ン
パ

液
と

な
り

、リ
ン

パ
管

や
リ

ン
パ

節
を

通
り

、最
終

的
に

（
イ

）
で

血
液

に
合

流
す

る
。さ

ら
に

、体
液

の
恒

常
性

を

維
持

す
る

重
要

な
器

官
で

あ
る

 (
c)
肝

臓
は

摂
取

し
た

物
質

を
蓄

え
た

り
、物

質
の

合
成

・分
解

を
行

う
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

１
． 

文
中

の
空

欄
（

ア
）

・（
イ

）
に

あ
て

は
ま

る
語

句
を

答
え

な
さ

い
。 

 
 ２
． 

下
線

部
(a

)に
関

す
る

文
章

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
①

～
⑤

か
ら

１
つ

選
び

な
さ

い
。 

①
 血

管
が

傷
付

く
と

、そ
の

部
分

に
血

小
板

が
集

ま
り

、フ
ィ

ブ
リ

ン
と

い
う

酵
素

に
よ

っ
て

血
ぺ

い
が

作
ら

れ
止

血
さ

れ
る

。 

②
 健

康
な

ヒ
ト

の
リ

ン
パ

液
に

は
主

に
好

中
球

が
含

ま
れ

、リ
ン

パ
管

を
介

し
て

全
身

を
循

環
し

て
い

る
。 

  
  

③
 細

胞
に

栄
養

分
等

を
供

給
し

た
組

織
液

は
全

て
毛

細
血

管
に

戻
り

、血
液

に
な

る
。 

  
  

④
 活

性
化

し
た

ナ
チ

ュ
ラ

ル
キ

ラ
ー

細
胞

（
N

K
細

胞
）

は
、形

質
細

胞
へ

と
分

化
す

る
。 

  
  

⑤
 肺

動
脈

に
は

静
脈

血
が

流
れ

、肺
静

脈
に

は
動

脈
血

が
流

れ
る

。 

 ３
． 

図
1

に
心

臓
の

模
式

図
を

示
し

た
。A

～
H

の
名

称
を

答
え

な
さ

い
。 

 
  

  
図

1
 心

臓
の

模
式

図
 

 
 ４
． 

図
1

の
A

の
部

位
か

ら
血

液
は

ど
の

よ
う

な
経

路
を

た
ど

っ
て

心
臓

に
戻

る
か

。 

A
～

H
の

記
号

お
よ

び
、肝

静
脈

、肝
臓

、肝
門

脈
、小

腸
、肺

の
語

句
を

用
い

て
、血

液
が

通
る

順
に

並
べ

な
さ

い
。 

 ５
． 

下
線

部
(b

)に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

中
の

空
欄

（
ウ

）
～

（
カ

）
に

あ
て

は
ま

る
語

句
を

答
え

な
さ

い
。 

激
し

く
運

動
を

す
る

と
心

拍
数

が
増

加
す

る
。こ

れ
は

運
動

に
よ

り
酸

素
が

消
費

さ
れ

、血
液

中
の

（
ウ

）
濃

度
の

上
昇

を
、脳

の
（

エ
）

が
感

知
し

、そ
の

情

報
を

（
オ

）
神

経
を

介
し

て
、心

臓
の

右
心

房
に

あ
る

（
カ

）
に

伝
え

た
結

果
、心

臓
の

拍
動

が
促

進
さ

れ
る

た
め

で
あ

る
。 

 
 ６
． 

下
線

部
(c

)に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

中
の

空
欄

（
キ

）
～

（
サ

）
に

最
も

あ
て

は
ま

る
語

句
を

答
え

な
さ

い
。 

  
 肝

臓
は

、血
糖

濃
度

の
調

節
や

胆
汁

の
合

成
、解

毒
作

用
な

ど
複

数
の

は
た

ら
き

を
も

つ
。肝

臓
へ

流
入

し
た

血
液

は
、消

化
管

で
吸

収
さ

れ
た

栄
養

素

を
豊

富
に

含
む

。消
化

・吸
収

さ
れ

た
グ

ル
コ

ー
ス

の
一

部
は

肝
臓

で
（

キ
）

と
し

て
蓄

え
ら

れ
、血

糖
濃

度
の

調
節

に
利

用
さ

れ
る

。胆
汁

は
（

ク
）

の
消

化

吸
収

を
促

進
す

る
物

質
で

、胆
汁

酸
と

赤
血

球
が

破
壊

さ
れ

る
際

に
（

ケ
）

が
分

解
さ

れ
て

で
き

る
（

コ
）

と
い

う
色

素
か

ら
肝

細
胞

で
作

ら
れ

る
。ま

た
、体

内
で

生
じ

た
有

害
な

ア
ン

モ
ニ

ア
は

、肝
臓

で
毒

性
の

低
い

（
サ

）
に

変
え

ら
れ

、腎
臓

を
経

て
体

外
に

排
出

さ
れ

る
。 

       食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�❸ 公

募
制
推
薦
入
学
試
験〈
総
合
評
価
型
〉

118 119



昭
和

女
子
大

学
 
食

健
康

科
学

部
 
管
理

栄
養
学

科
 

２
０

２
６
年

度
 
公
募

制
推

薦
入

学
試
験
 

氏 名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

４
／
４
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 
点

 

  第
１

０
問

 生
物

の
多

様
性

と
生

態
系

に
関

す
る

問
い

で
あ

る
。 

 1
. 

生
態

系
に

お
い

て
、生

物
は

生
産

者
と

消
費

者
に

分
け

る
こ

と
が

で
き

る
。生

産
者

の
定

義
を

3
0

字
以

内
で

答
え

な
さ

い
。 

 2
. 

消
費

者
に

あ
て

は
ま

る
も

の
と

し
て

適
当

な
も

の
は

ど
れ

か
。①

～
⑤

か
ら

す
べ

て
選

び
、番

号
を

答
え

な
さ

い
。 

①
 ウ

サ
ギ

  
  

  
 ②

 ク
モ

  
  

  
 ③

 細
菌

  
  

  
 ④

 ミ
ミ

ズ
  

  
  

 ⑤
 ワ

カ
メ

 

 3
. 

生
態

系
は

、生
息

す
る

生
物

の
相

互
の

か
か

わ
り

合
い

の
な

か
で

バ
ラ

ン
ス

を
保

っ
て

い
る

。図
２

と
図

３
は

生
活

排
水

（
汚

水
）

が
河

川
の

上
流

に
流

入

し
た

と
き

の
生

物
の

個
体

数
と

水
質

・物
質

量
の

変
化

を
表

し
た

グ
ラ

フ
で

あ
る

。 

 

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  

 図
２

 河
川

の
生

物
の

個
体

数
の

変
化

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

図
３

 河
川

の
水

質
・物

質
量

の
変

化
 

 １
）

 汚
水

の
流

入
に

よ
っ

て
細

菌
が

増
加

し
た

の
は

な
ぜ

か
。図

中
に

示
さ

れ
た

語
句

を
用

い
て

3
0

字
以

内
で

答
え

な
さ

い
。 

 

２
）

 汚
水

の
流

入
に

よ
り

溶
存

酸
素

量
が

減
っ

た
が

、下
流

で
溶

存
酸

素
量

が
増

え
た

の
は

な
ぜ

か
。図

中
に

示
さ

れ
た

語
句

を
用

い
て

3
0

字
以

内
で

 

答
え

な
さ

い
。 

 

３
）

 汚
水

な
ど

で
河

川
の

水
質

が
悪

化
し

た
場

合
で

も
、生

態
系

に
は

復
元

力
に

よ
り

元
の

き
れ

い
な

状
態

に
戻

す
は

た
ら

き
が

あ
る

。こ
の

は
た

ら
き

を
 

何
と

い
う

か
答

え
な

さ
い

。 

 4
. 

復
元

力
を

超
え

る
よ

う
な

撹
乱

を
生

態
系

が
受

け
た

場
合

、生
態

系
の

バ
ラ

ン
ス

が
崩

れ
て

し
ま

う
。例

え
ば

、富
栄

養
化

が
進

行
し

た
湖

沼
で

は
、ア

オ
コ

（
水

の
華

）
が

発
生

す
る

こ
と

が
あ

る
。 

1
）

 こ
れ

ら
の

原
因

と
な

る
の

は
異

常
に

増
殖

し
た

生
物

で
あ

る
。原

因
と

な
る

生
物

の
名

称
を

答
え

な
さ

い
。 

 

2
）

 ア
オ

コ
が

発
生

す
る

と
生

態
系

に
ど

の
よ

う
な

影
響

が
あ

る
の

か
答

え
な

さ
い

。 

 5
. 

生
物

濃
縮

に
関

す
る

記
述

と
し

て
適

当
な

も
の

は
ど

れ
か

。①
～

⑤
か

ら
す

べ
て

選
び

、番
号

を
答

え
な

さ
い

。 

①
 生

物
濃

縮
が

起
こ

り
や

す
い

物
質

は
、体

内
で

分
解

さ
れ

に
く

い
性

質
が

あ
る

。 

②
 生

物
濃

縮
が

起
こ

り
や

す
い

物
質

は
、体

外
に

排
出

さ
れ

に
く

い
性

質
が

あ
る

。 

③
 生

物
濃

縮
は

水
界

の
生

態
系

で
の

み
起

こ
る

。 

④
 生

物
濃

縮
は

、食
物

連
鎖

を
通

し
て

上
位

の
栄

養
段

階
の

生
物

の
体

内
に

高
濃

度
に

蓄
積

す
る

現
象

で
あ

る
。 

⑤
 生

物
濃

縮
に

よ
り

最
も

影
響

を
受

け
る

生
物

を
キ

ー
ス

ト
ー

ン
種

と
い

う
。 

 6
. 

近
年

、地
球

温
暖

化
が

進
行

し
て

い
る

。 

1
）

 温
室

効
果

と
は

何
か

。「
温

室
効

果
ガ

ス
」

と
い

う
語

句
を

用
い

て
答

え
な

さ
い

。 

 

2
）

 温
室

効
果

ガ
ス

と
し

て
適

当
な

も
の

は
ど

れ
か

。①
～

⑤
か

ら
す

べ
て

選
び

、番
号

を
答

え
な

さ
い

。 

①
 二

酸
化

炭
素

  
  

  
 ②

 フ
ロ

ン
  

  
  

 ③
 ヘ

リ
ウ

ム
  

  
  

 ④
 プ

ロ
パ

ン
  

  
  

 ⑤
 メ

タ
ン

 

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�❹

昭
和

女
子

大
学

 
食

健
康

科
学

部
 
食

安
全

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

学
科

 

２
０

２
６

年
度

 
公

募
制

推
薦

入
学

試
験

 

氏  名
 
 

「
小

論
文

」
 
問

題
用

紙
（

１
／

１
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

採
 

点
 

 
食
品
の
自
主
回
収
は
、
消
費
者
の
安
全
を
守
る
上
で
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。
以
下
は
消
費
者
庁
が
公
表
し
た

20
21

年
6
月

1
日
か
ら

20
25

年
3
月

31
日
ま
で
の
「
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
自
主
回
収
の
届
出
状
況
」
を
示
し
た
資
料
で
あ
る
。
当
該
資
料
か
ら
は
、

ア
レ

ル
ゲ

ン
や

期
限

表
示

の
ラ

ベ
ル

の
貼

り
間

違
い

、
誤

入
力

・
入

力
漏

れ
、

印
字

不
具

合
が

自
主

回
収

理
由

の
大

部
分

を
占

め
て

い

る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
食
品
の
自
主
回
収
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効
で
あ
る
か
、
表

1～
4
を

参
考
に
「
食
品
事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
対
策
」
「
行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
」
「
消
費
者
と
し
て
で
き
る
こ
と
」
の

3
点
を

含
め
、
あ
な
た
の
考
え
を

80
0
字

以
内

で
論

じ
な

さ
い

。
 

  表表
11
  
食食
品品
表表
示示
法法
にに
基基
づづ
くく
自自
主主
回回
収収
理理
由由
とと
そそ
のの
件件
数数
  

        表表
22
  
回回
収収
理理
由由
別別
のの
発発
生生
原原
因因
  
((
公公
開開
件件
数数

66
,,
33
11
99
件件
のの
うう
ちち
回回
収収
をを
終終
了了
しし
たた
件件
数数
をを
集集
計計
))
  

              表表
33
  
品品
目目
別別
のの
回回
収収
理理
由由
件件
数数
  
((
公公
開開
件件
数数

66
,,
33
11
99
件件
のの
うう
ちち
回回
収収
をを
終終
了了
しし
たた
件件
数数
をを
集集
計計
))
  

             表表
44
  
業業
種種
別別
のの
回回
収収
理理
由由
件件
数数
  
((
公公
開開
件件
数数

66
,,
33
11
99
件件
のの
うう
ちち
回回
収収
をを
終終
了了
しし
たた
件件
数数
をを
集集
計計
))
  

        
     

 ※
個

別
的

義
務

表
示

と
は

、
食

品
の

特
性

に
応

じ
個

別
に

定
め

ら
れ

て
い

る
表

示
事

項
。

 

※
飲

食
店

に
は

、
持

ち
帰

り
弁

当
店

も
含

む
。

 
 

ht
tp

s:/
/w

w
w.

ca
a.

go
.jp

/p
ol

ic
ie

s/p
ol

ic
y/

fo
od

_l
ab

el
in

g/
fo

od
_l

ab
el

in
g_

re
ca

ll/
as

se
ts

/fo
od

_l
ab

el
in

g_
cm

s2
03

_2
50

42
8_

01
.p

df
 

回回
収収

のの
理理

由由
詳詳

細細
件件

数数

食食
品品

表表
示示

法法
違違

反反
66条条

88項項
府府

令令
にに

該該
当当

  
((
特特

定定
原原

材材
料料

、、
保保

存存
のの

方方
法法

、、
期期

限限
表表

示示
等等

))
  
すす

るる
もも

のの
のの

違違
反反

55,,
3355

88
食食

品品
表表

示示
法法

違違
反反

のの
おお

そそ
れれ

アア
レレ

ルル
ゲゲ

ンン
表表

示示
にに

つつ
いい

てて
、、

特特
定定

原原
材材

料料
にに

準準
ずず

るる
もも

のの
のの

違違
反反

5599
11

そそ
のの

他他
  
((
食食

品品
表表

示示
法法

))
上上

記記
以以

外外
のの

違違
反反

3377
00

計計
66,,

3311
99

販販
売売

業業
((
スス

ーー
パパ

ーー
))

製製
造造

業業
販販

売売
業業

((
そそ

のの
他他

))
飲飲

食食
店店

※※
そそ

のの
他他

計計
((%%

))

アア
レレ

ルル
ゲゲ

ンン
22,,

1199
22

6633
66

2299
88

1111
55

5566
33,,

2299
77

5577
..77

期期
限限

表表
示示

7722
66

6677
55

2299
00

8811
7799

11,,
8855

11
3322

..44
保保

存存
方方

法法
1100

00
2211

2244
77

77
1155

99
22..

88
個個

別別
的的

義義
務務

表表
示示

2266
2222

1100
44

--
6622

11..
11

そそ
のの

他他
8899

9977
1100

00
3322

2299
3344

77
66..

11
計計

33,,
1133

33
11,,

4455
11

7722
22

2233
99

1177
11

55,,
7711

66
1100

00
((%%

))
5544

..88
2255

..44
1122

..66
44..

22
33..

00
1100

00

回回
収収

理理
由由

業業
種種

出
典

: 
消
費
者
庁

, 
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
自
主
回
収
の
届
出
状
況

 (
一
部
改
変

) 

ララ
ベベ

ルル
のの

貼貼
りり

間間
違違

いい

ララ
ベベ

ルル
のの

誤誤
入入

力力
・・

入入
力力

漏漏
れれ

、、
印印

字字
機機

能能
のの

不不
具具

合合

使使
用用

原原
材材

料料
のの

間間
違違

いい
ララ

ベベ
ルル

のの
貼貼

りり
忘忘

れれ
そそ

のの
他他

理理
由由

のの
記記

載載
なな

しし
計計

((%%
))

アア
レレ

ルル
ゲゲ

ンン
22,,

1133
33

4433
55

2222
77

9999
7799

3322
44

33,,
2299

77
5577

..77
期期

限限
表表

示示
1155

33
11,,

3377
77

--
9999

7711
1155

11
11,,

8855
11

3322
..44

保保
存存

方方
法法

77
1111

55
--

88
22

2277
1155

99
22..

88
個個

別別
的的

義義
務務

※※
1177

2277
--

11
1111

66
6622

11..
11

そそ
のの

他他
6622

5533
--

1144
00

5588
3344

3344
77

66..
11

計計
22,,

3377
22

22,,
0000

77
2222

77
3344

77
2222

11
5544

22
55,,

7711
66

1100
00

((%%
))

4411
..55

3355
..11

44..
00

66..
11

33..
99

99..
55

1100
00

回回
収収

理理
由由

発発
生生

要要
因因

 

調調
理理

食食
品品

水水
産産

物物
菓菓

子子
類類

畜畜
産産

物物
めめ

んん
・・

パパ
ンン

類類
飲飲

料料
・・

氷氷
そそ

のの
他他

計計
((%%

))

アア
レレ

ルル
ゲゲ

ンン
22,,

1122
99

1155
44

2288
00

1199
33

2288
00

11
2266

00
33,,

2299
77

5577
..77

期期
限限

表表
示示

3311
77

5555
11

3366
44

2222
00

1155
66

1177
2222

66
11,,

8855
11

3322
..44

保保
存存

方方
法法

6633
5555

55
2244

--
--

1122
1155

99
22..

88
個個

別別
的的

義義
務務

表表
示示

※※
1111

2233
44

88
11

--
1155

6622
11..

11
そそ

のの
他他

3399
6655

7788
2211

3322
2299

8833
3344

77
66..

11
計計

22,,
5555

99
8844

88
7733

11
4466

66
4466

99
4477

5599
66

55,,
7711

66
1100

00
((
%%
))

4444
..88

1144
..88

1122
..88

88..
22

88..
22

00..
88

1100
..44

1100
00

回回
収収

理理
由由

品品
目目

 
※

個
別

的
義

務
表

示
と

は
、

食
品

の
特

性
に

応
じ

個
別

に
定

め
ら

れ
て

い
る

表
示

事
項

。
 

食
健
康
科
学
部
　
食
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
小
論
文
：
80
0
字
／
60
分

公募制推薦入学試験〈総合評価型〉

120


